
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
透液性表面シートと、不透液性裏面シートと、これら両シート間に介在する吸液性コアと
を有し、前記裏面シートに着衣の内面へ取り外し可能に止着できる取り付け部材を備えた
使い捨ての体液処理用品において、
前記処理用品が、縦方向と該縦方向に直交する横方向とを有し、前記コアの外形が前記縦
方向へ互いに並行して延びる一対の側縁と前記横方向へ互いに並行して延びる一対の端縁
と、前記側縁の末端から前記コアの幅が狭くなるように前記コアの内側へ向かって傾斜し
て前記端縁の末端にまで延びて前記コアの隅部を形成する傾斜縁とによって画成され、前
記取り付け部材は、前記裏面シートを介して前記コアの裏面上に位置し、前記隅部では、
前記取り付け部材が、前記縦方向において前記端縁および前記傾斜縁のいずれかから前記
コアの内側へ０～２０ｍｍの範囲内にあり、前記横方向において、前記側縁および前記傾
斜縁のいずれかから前記コアの内側へ０～４０ｍｍの範囲内にあることを特徴とする前記
処理用品。
【請求項２】
前記取り付け部材がメカニカルファスナのフック部材である請求項１記載の処理用品。
【請求項３】
前記取り付け部材が粘着テープである請求項１記載の処理用品。
【請求項４】
前記取り付け部材が前記一対の端縁の少なくとも一方に並行し、前記幅方向で向かい合う
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前記隅部どうしの間に延びる一本の帯状部材である請求項１～３のいずれか１項に記載の
処理用品。
【請求項５】
前記側縁、端縁および傾斜縁いずれかの外方にフラップが形成されている請求項１～４の
いずれか１項に記載の前記処理用品。
【請求項６】
前記取り付け部材と前記裏面シートとが互いに接合して一体となり、これら一体となった
ものの前記縦方向および横方向の少なくとも一方における剛性値は、前記一方における前
記裏面シートの剛性値の少なくとも３倍である請求項１～５のいずれか１項に記載の処理
用品。
【請求項７】
前記縦方向の寸法を二等分する中心線に沿って折り重ねられた状態で、個袋に収納されて
いる請求項１～６のいずれか１項に記載の処理用品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、排泄された体液を処理するための尿取りパッドや生理用ナプキン等であって
、着衣内面への取り付け手段を有する使い捨ての体液処理用品に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種処理用品において、裏面におむつやショーツ等の着衣内面への取り付け手段
を設け、処理用品表面を身体のしかるべき部位に確実に当接させる技術は周知である。そ
の取り付け手段には、例えばフック部材とループ部材とからなるメカニカルファスナにお
ける前記両部材のいずれか一方が使用されたり、粘着剤や両面粘着テープが使用されたり
する。例えば、処理用品が尿とりパッドであり、取り付け手段がメカニカルファスナのフ
ック部材であって、このパッドをおむつ内面の布地に着脱させることがある。パッドは、
透液性表面シートと不透液性裏面シートとこれら両シート間に介在する吸液性コアとから
なる積層構造を有し、フック部材はそのパッドの幅方向中央部に設けられることが多い。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このような尿とりパッドでは、おむつに取り付けられたパッドの縁部が剛性の高いコアと
ともにおむつ内面からめくれる方向へ動くと、その影響がコアを介してフック部材にまで
及び、フック部材がおむつから簡単に剥れてしまうということがある。
【０００４】
そこで、この発明は、体液処理用品におけるフック部材等の取り付け手段が、その相手方
となる着用物品から簡単に剥れることがないようにすることを課題にしている。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
前記課題解決のために、この発明が対象とするのは、透液性表面シートと、不透液性裏面
シートと、これら両シート間に介在する吸液性コアとを有し、前記裏面シートに着衣の内
面へ取り外し可能に止着できる取り付け部材を備えた使い捨ての体液処理用品である。
かかる処理用品において、この発明が特徴とするところは、次のとおりである。すなわち
、前記処理用品は、縦方向と該縦方向に直交する横方向とを有し、前記コアの外形が前記
縦方向へ互いに並行して延びる一対の側縁と前記横方向へ互いに並行して延びる一対の端
縁と、前記側縁の末端から前記コアの幅が狭くなるように前記コアの内側へ向かって傾斜
して前記端縁の末端にまで延びて前記コアの隅部を形成する傾斜縁とによって画成される
。前記取り付け部材は、前記裏面シートを介して前記コアの裏面上に位置し、前記隅部で
は、前記取り付け部材が、前記縦方向において前記端縁および前記傾斜縁のいずれかから
前記コアの内側へ０～２０ｍｍの範囲内にあり、前記横方向において、前記側縁および前
記傾斜縁のいずれかから前記コアの内側へ０～４０ｍｍの範囲内にある。
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【０００６】
かかる発明には、次のような好ましい実施態様がある。
（１）前記取り付け部材がメカニカルファスナのフック部材である態様。
（２）前記取り付け部材が粘着テープである態様。
（３）前記取り付け部材が前記一対の端縁の少なくとも一方に並行し、前記幅方向で向か
い合う前記隅部どうしの間に延びる一本の帯状部材である態様。
（４）前記側縁、端縁および傾斜縁いずれかの外方にフラップが形成されている態様。
（５）前記取り付け部材と前記裏面シートとが互いに接合して一体となり、これら一体と
なったものの前記縦方向および横方向の少なくとも一方における剛性値が、前記一方にお
ける前記裏面シートの剛性値の少なくとも３倍である態様。
（６）前記処理用品が、前記縦方向の寸法を二等分する中心線に沿って折り重ねられた状
態で、個袋に収納されている態様。
【０００７】
【発明の実施の形態】
添付の図面を参照し、この発明に係る使い捨て体液処理用品の詳細を説明すると、以下の
とおりである。
【０００８】
図１は、体液処理用品の一例である尿とりパッド１が着衣の一例であるおむつカバー２に
取り付けられた状態を示すおむつカバー２の斜視図である。おむつカバー２は、不織布製
の内面シート３と、プラスチックフィルム製の外面シート４とを重ね合わせたもので、前
胴周り域６と、後胴周り域７と、これら両域６，７間に位置する股下域８とを有する。前
後胴周り域６，７の胴周り方向へ延びる縁部では、胴周り弾性部１１，１２が内外面シー
ト３，４間にあって、これらシート３，４の少なくとも一方の内面に伸長状態で取り付け
られている。股下域８の前後方向へ延びる側縁部では、脚周り弾性部材１３が内外面シー
ト３，４間にあって、これらシート３，４の少なくとも一方の内面に伸長状態で接合して
いる。後胴周り域７の側縁部からはテープファスナ１５が外方へ延びている。このファス
ナ１５は、ループ部材とフック部材とで構成されるメカニカルファスナのフック部材から
なるもので、おむつカバー１を着用したときに前胴周り域６の外面シート４に取り付けら
れているメカニカルファスナのループ部材からなるターゲット域１６に止着する。
【０００９】
尿とりパッド１は、おむつカバー２の内面に着脱できるもので、股下域８を中心に前後胴
周り域６，７方向へ互いに並行して長く延びている一対の側縁１７と、前後胴周り域６，
７において胴周り方向へ互いに並行して延びている一対の端縁１８（図２を併せて参照）
と、パッド１の隅部２１を形成するように側縁１７の末端と端縁１８の末端との間に延び
る傾斜した縁１９とを有する。側縁１７の内方には、側縁１７と並行に一対の端縁１８間
に延びる防漏堤２０が形成されている。
【００１０】
図２、３、４、５は、おむつカバー２から取り外した尿とりパッド１の正面図、背面図、
正面図においてパッド１の長さを二分する中心線ＩＶ－ＩＶに沿った断面図および正面図
のＶ－Ｖ線断面図である。パッド１は、透液性表面シート２２と、不透液性裏面シート２
３と、これら両シート２２，２３間に介在する吸液性コア２４とを有し、幅を二分する中
心線Ｃ－Ｃに関して対称に形成されている。コア２４は、図の縦方向へ互いに並行して延
びる一対の側縁２４Ａと、互いに並行して横方向へ延びる一対の端縁２４Ｂと、側縁２４
Ａの末端から、コア２４の幅が狭くなるように、コア２４の内側へ向かってやや湾曲しな
がら傾斜して延びて端縁２４Ｂの末端につながる傾斜縁２４Ｃとを有する。側縁２４Ａの
縦方向中央部は内側へ湾曲し、コア２４の全体が砂時計形を呈している。表面シート２２
は、コア２４の側縁２４Ａに沿って縦方向へ直線的に延びる側縁２２Ａと、横方向へ延び
る端縁２２Ｂと、隅部２１において側縁２２Ａの末端からやや湾曲しながら傾斜して延び
て端縁２２Ｂの末端につながる傾斜縁２２Ｃとを有する。裏面シート２３は、表面シート
２２と実質的に同形同大であって、コア２４の側縁２４Ａに沿って直線的に延びる側縁２
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３Ａと、横方向へ延びる端縁２３Ｂと、隅部２１においてやや湾曲しながら傾斜して延び
て端縁２３Ｂの末端につながる傾斜縁２３Ｃとを有する。表裏面シート２２，２３は、コ
ア２４の側縁２４Ａの湾曲した部位２４Ｄ、端縁２４Ｂ、傾斜縁２４Ｃのそれぞれから外
方へ延出して重なり合い、ホットメルト接着剤（図示せず）を介して互いに接合し、フラ
ップを形成している。
【００１１】
防漏堤２０は、パッド１の側縁１７に沿って縦方向へ延びて端縁１８と傾斜縁１９とに達
するもので、不織布やプラスチックフィルム等のシート、好ましくは不透液性、より好ま
しくは通気不透液性のシート２６で形成されている。シート２６は、パッド１の表面側で
は図２、４に示されるように、表面シート２２に対しホットメルト接着剤２７を介して斜
線で示される隅部接合域５１と中央部接合域５２（図２参照）とで接合している。パッド
１の裏面側では図３、４に示されるように、裏面シート２３に対し、ホットメルト接着剤
２７を介して斜線で示される接合域２８（図３参照）で接合している。
【００１２】
防漏堤２０のシート２６は、パッド１の外側縁１７に沿って折り重ねられ、またパッド１
の表面側では、縦方向へ延びる側縁部３３がシート２６の内面側へ折り重ねられ、ホット
メルト接着剤（図示せず）を介してシート２６どうしが接合している。重ねられた側縁部
３３では、シート２６どうしの間に、コア２４の端縁２４Ｂへ向かって伸長状態で延びる
第１弾性部材３４が位置し、この弾性部材３４は、全長のうちの少なくとも両端部がホッ
トメルト接着剤（図示せず）を介してシート２６に接合している。第１弾性部材３４は、
それに加えて、両端部間が間欠的にシート２６に接合していることがある。パッド１の外
側縁１７で折り重ねられているシート２６どうしの間には、縦方向へ伸長状態で延びる第
２弾性部材３６が位置し、シート２６の内面にホットメルト接着剤（図示せず）を介して
、好ましくは間欠的に接合している。第２弾性部材３６は、コア２４の湾曲した部位２４
Ｄの外方に位置しているシート２６に、より好ましくはシート２６に加えて表裏面シート
２２，２３にもギャザーを形成することができるように、その湾曲した部位２４Ｄと向か
い合うように配置されている。
【００１３】
図３に示されるように、パッド１の裏面側には、コア２４の端縁２４Ｂそれぞれの内側に
矩形のファスナ３１が設けられている。ファスナ３１は、パッド１をおむつカバー２の内
面へ取り外し可能に止着するためのもので、メカニカルファスナを形成するフック部材と
ループ部材とのいずれか一方の部材や粘着テープ等が使用される。ファスナ３１は、パッ
ド１の横方向へ延びた端部３２がパッド１の隅部２１に位置するように、裏面シート２３
にホットメルト接着剤や粘着剤によって取り付けられる。
【００１４】
図６は、パッド１の隅部２１の破断図であって、図の（ａ）～（ｃ）には、隅部２１にお
けるファスナ３１の取り付け状態が例示されている。図の（ａ）では、ファスナ３１の端
部３２がコア２４の傾斜縁２４Ｃに接近している。パッド１の幅を二分する中心線Ｃ－Ｃ
（図２参照）と平行に延びる垂線Ｐに沿って測定されるコア２４の端縁２４Ｂと傾斜縁２
４Ｃとからファスナ３１までの縦方向の最短距離はＰ１ とＰ２ とであり、中心線Ｃ－Ｃに
直交する水平線Ｈに沿って測定されるコア２４の側縁２４Ａと傾斜縁２４Ｃとからファス
ナ３１までの横方向の最短距離はＨ１ とＨ２ とである。ファスナ３１は、端部３２につい
て、Ｐ１ とＰ２ とのうちの少なくとも一方が０～２０ｍｍの範囲内にあり、Ｈ１ とＨ２ と
のうちの少なくとも一方が０～４０ｍｍの範囲内にあるように、パッド１の裏面に取り付
けられる。図の（ｂ）のファスナ３１は、（ａ）のものより横方向の寸法が短いもので、
Ｐ１ 　 が０～２０ｍｍとなるように、またＨ１ とＨ２ との少なくとも一方が０～４０ｍｍ
となるようにパッド１の裏面に取り付けられる。図の（ｃ）のファスナ３１は、（ａ）の
ものより下方に位置しており、Ｐ１ とＰ２ との少なくとも一方が０～２０ｍｍとなるよう
に、またＨ１ が０～４０ｍｍとなるようにパッド１に取り付けられる。端部３２は、パッ
ド１の隅部２１をおむつカバー２に確実に固定するうえではシート２６によって覆われて
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いないことが望ましいが、図３に示されるようにシート２６で覆われている場合には、パ
ッド１使用者の肌をファスナ３１の角部で強く刺激することがない。
【００１５】
図７は、図６と同様な図面であるが、この場合のファスナ３１の端部３２は弧を画いてい
る。端部３２について、垂線Ｐに沿って測定されるコア２４の端縁２４Ｂと傾斜縁２４Ｃ
とからの最短距離Ｐ１ 　 とＰ２ 　 とのうちの少なくとも一方は０～２０ｍｍの範囲内にあ
る。水平線Ｈに沿って測定される側縁２４Ａと傾斜縁２４Ｃとからの最短距離Ｈ１ とＨ２

とのうちの少なくとも一方は０～４０ｍｍの範囲にある。
【００１６】
図８は、パッド１の縦方向を二分する中心線ＩＶ－ＩＶ　に沿って二つに折り重ねられた
パッド１が矢印Ｙ方向から包装用個袋４１に挿入されるときの斜視図である。図２、３に
示されるように、パッド１は、端縁１８の近傍で幅が狭くなり、二つに折り重ねたときの
先端がとがるように形成されているから、個袋４１の開口４２への挿入が容易である。ま
た、ファスナ３１は、コア２４の端縁２４Ｂの近傍に位置していてその近傍におけるコア
２４の剛性を一層高くすることができるから、そのことによってもパッド１の個袋４１へ
の挿入が容易になる。
【００１７】
このように形成されたパッド１がおむつカバー２に取り付けられた場合には、ファスナ３
１が剛性の高いコア４の隅部でもあるパッド１の隅部２１に位置していて、その隅部２１
をおむつカバー２に確実に固定することができる。また、隅部２１は角張ることがないか
ら、特に、剛性の高いコア２４の隅部は角張ることがないから、このパッド１では、おむ
つカバー２を身体に対してずり上げたときに角張った隅部にその隅部を剥がそうとする方
向の力が集中して、パッドがその隅部から剥がれ易いというトラブルを解消することがで
きる。このように、このパッド１では、それを着用しようとする動作中でも、着用してい
るときでも、隅部２１がおむつカバー２から簡単に剥れるということがない。
【００１８】
おむつカバー２が着用され、図１のように前後方向へ湾曲すると、パッド１もまた湾曲し
て、パッド１の第１、２弾性部材３４，３６が収縮する。第１弾性部材３４の収縮に伴っ
て防漏堤２０が図４に仮想線で示されるように起立し、パッド１の内側へ向かって開口す
るポケット２０Ａを形成する。また、第２弾性部材３６の収縮によって、パッド１の側縁
１７の近傍にはギャザーが生じ（図１参照）、そのギャザーはパッド１の着用者の脚周り
に伸縮しながら当接する。
【００１９】
パッド１の個袋４１への挿入を容易にしたりおむつカバー２への固定を確実にしたりする
という効果を有するファスナ３１は、その効果を一層高めるために、裏面シート２３と一
体になった状態において、パッド１の縦方向および横方向の少なくとも一方における剛性
値が裏面シート２３のそれの少なくとも３倍であることが好ましい。かかる剛性値は、Ｊ
ＩＳ　Ｌ－１０１８に規定されるクラーク法やカンチレバー法によって測定される。ファ
スナ３１は、図示例のようにパッド１の幅方向において一連のものではなく、２以上に分
割されていてもよい。ただし、一連のものであれば、パッド１の端縁１８近傍の剛性を高
める効果が向上する。
【００２０】
かかる発明において、図示例のようにファスナ３１をパッド１に取り付ける態様は、パッ
ド１の両端縁１８のうちの一方にのみ適用されていてもよい。例えば、パッド１の両端縁
１８のうちの一方の端縁１８については、おむつカバー２からの剥れ防止が重要でない場
合には、そのようにしてこの発明を実施することができる。また、この発明では、ホット
メルト接着剤による部材どうしの接合を溶着やその他の接合手段に代えることができる。
この発明に係る使い捨ての体液処理用品は、例示の尿とりパッドの他に生理用ナプキンや
パンティーライナー等として使用することができる。
【００２１】
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【発明の効果】
この発明に係る使い捨ての体液処理用品は、これをおむつカバー等の着用物品に取り付け
るためのシート状のファスナが該用品の隅部に位置しているので、使用中にその隅部がお
むつカバーから剥れるということを防止できる。この処理用品は、端縁の近傍において幅
が狭くなるように形成されているから、包装用個袋への挿入が容易であり、ファスナは、
その端縁近傍の剛性を高め、個袋への挿入を一層容易にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】使い捨ての体液処理用品が取り付けられたおむつカバーの斜視図。
【図２】体液処理用品の部分破断正面図。
【図３】体液処理用品の部分破断背面図。
【図４】図２のＩＶ－ＩＶ線切断面を示す図。
【図５】図２のＶ－Ｖ線切断面を示す図。
【図６】（ａ）～（ｃ）によってファスナの各種取り付け態様を示す図。
【図７】ファスナの取り付け態様を示す図６と同様な図。
【図８】体液処理用品と個袋の斜視図。
【符号の説明】
１　　体液処理用品（尿とりパッド）
１７　　側縁
１８　　端縁
１９　　傾斜縁
２１　　隅部
２２　　表面シート
２３　　裏面シート
２４　　コア
２４Ａ　コアの側縁
２４Ｂ　コアの端縁
２４Ｃ　コアの傾斜縁
３１　　取り付け部材（ファスナ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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